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⃝副社長の巣山です。私からは足もとの業績と今後の見通しの考え方、今後を見
据えた取組みの進捗状況、純資産・資金繰りの状況及び配当についてご説明し
ます。
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⃝まず、東海道新幹線のご利用状況と運輸収入についてご説明します。
⃝6月20日に沿線地域で解除された緊急事態宣言ですが、７月に入るとすぐに東
京で再発令され、その後対象地域を拡大しつつ、延長もされながら９月30日まで
続きました。

⃝その影響もあり、東京口の断面輸送量は2018年度比で７月が43％、８月が32％、
９月が34％、第２四半期の３か月間で36％と引き続き低調に推移しました。また、
在来線の第２四半期３か月間のご利用状況については、2018年度比で特急が
35％、名古屋近郊が69％となりました。

⃝その結果、本年７月30日にお示しした業績予想の想定では、第２四半期３か月
間の新幹線・在来線を合わせた運輸収入は2018年度比で45％としていましたが、
同期間の運輸収入は2018年度比で39％となりました。これは、運輸収入の額に
して前回予想の想定を209億円下回る結果となっています。

⃝なお、10月に入ってからの東海道新幹線の東京口断面輸送量は、全国で緊急
事態宣言が解除されたこともあり、26日までで2018年度比47％と、９月と比べて
増加しています。
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⃝続いて、足もとの状況等を踏まえた運輸収入の今後の見通しの考え方について
ご説明します。

⃝前のスライドでもご説明したとおり、緊急事態宣言の発令期間が９月末まで延長
されたことから、７月にお示しした想定よりも運輸収入の回復の立ち上がり時期
が遅れています。

⃝７月に公表した業績予想では、当社の収益の柱となる運輸収入について、第２
四半期に45％、第３四半期に74％、第４四半期に80％まで回復していくと想定し
ていました。

⃝今回、その想定を見直し、ご利用の回復の立ち上がり時期をワクチンの希望者
への接種が完了すると言われている11月頃とし、その後、第４四半期に向けて
2018年度比80％まで回復していくと見込んでいます。

⃝見直し後の運輸収入の想定は、2018年度比で、第２四半期については実績を
反映し39％、第３四半期が55％、第４四半期が78％、通期で52％としています。

⃝この想定に基づき、業績予想について修正しておりますので、後ほど詳しくご説
明します。
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⃝以上ご説明したように、厳しい経営環境が続いていますが、本年４月の決算説
明会でもお話をしたように、当社は、コロナ禍で受けたダメージから回復し、将来
にわたって社会的使命を力強く果たしていくため、経営体力の再強化に取り組
んでいます。

⃝まず、収益拡大に向けては、テレワークやWeb会議等の普及や、旅行予約の
ネットへの大幅なシフト、Ｅコマースの更なる拡大等のコロナ禍で加速した変化
に対応をするべく、取組みを進めています。

⃝また、後ほど詳しくご説明しますが、足もとでは、厳しい経営環境を踏まえて、安
全・安定輸送に支障しない範囲でコスト削減を強力に推進しています。

⃝加えて、中長期的には、ＩＣＴをフルに活用し、もっとも望ましい業務体制を構築
する「業務改革」を進めており、10～15年かけて新幹線・在来線にかかわる当社
単体の定常的な費用の約１割にあたる800億円程度を削減することを目指して
います。
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⃝このうち収益拡大の取組みについては、現在、様々な施策を進めています。
⃝例えば、場所を選ばない新しい働き方に応えるため、東海道新幹線のビジネス
環境整備を進めています。

⃝具体的には、この10月から、「のぞみ」の７号車について、モバイル端末等を気
兼ねなく使用できる「Ｓ Work（エスワーク）車両」として運用を始めているほか、Ｎ
700Ｓの７号車及び８号車へ、容量等を強化した無料Wi－Fiサービスの導入を進
めています。

⃝また、一部の駅においては、無料の半個室タイプのビジネスコーナーや、コンセ
ントポールの設置といった待合室の改良も進めています。

⃝今後は、12月上旬開始を目途に、一部の駅に「EXPRESS WORK（エクスプレス
ワーク）」と称したBOX型及びオフィス型の有料ワークスペース事業を展開し、東
海道新幹線のご利用前後で、個室での作業や複数人での打ち合わせなどにご
利用いただけるようにしていきます。

⃝また、感染拡大防止に十分注意しつつ、「定番」から時間、場所、旅先での移動
手段や行動をずらした「ずらし旅」を引き続き展開するとともに、ご自身の「推し」
に会いに行く旅、すなわち「推し旅」を、より楽しいものにアップデートしてご提案
する「推し旅アップデート」キャンペーンを展開していきます。

⃝加えて、現在構築中の「EX-MaaS」に先立ち、11月１日から、出張や旅行でご利
用頂けるコンテンツを、ホテル、観光、交通サービス、ビジネスの４つのカテゴリ
に分けてご紹介する「ＥＸ 旅のコンテンツポータル」を、ＥＸサービスの画面からリ
ンクする形で開設します。

⃝さらに、今後、感染状況の落ち着き等に伴い、人々の移動需要が回復してくる
段階においては、積極的な営業施策を実施して需要促進を図っていきます。

⃝グループ事業においても、収益力強化の取組みを進めており、鉄道旅客に依存
しない収益も拡大するべく、ジェイアール名古屋タカシマヤウオッチメゾンの大
名古屋ビルヂングへの出店を７月に行ったほか、来年春には、同じくジェイアー
ル名古屋タカシマヤの食料品売場のイオンモール岡崎への出店も計画していま
す。
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⃝次に、当社の純資産及び資金繰りの状況についてご説明します。
⃝新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい経営環境が続いていますが、当
社はこれまで順調に経営体力を蓄えてきたこともあり、純資産及び自己資本比
率ともに、新型コロナウイルス感染症の影響が出る前の2018年度と同等の、十分
な水準を確保しています。

⃝また、現金及び現金同等物についても、当第２四半期末で7,103億円と、十分な
水準を確保しており、当面の資金繰りに問題はありません。

⃝なお、９月には、足もとの良好な金融市場動向を踏まえ、新型コロナウイルス感
染症の影響による収入の減少が続いた場合の備えとして更なる流動性を確保す
るべく、社債及びコマーシャル・ペーパーによる調達を行いました。ご覧の通り、
低利で調達することができています。

⃝引き続き、資金調達については、社債の発行及び借入を基本に、必要に応じて
コマーシャル・ペーパー発行も含めて実施していきます。



⃝続いて、配当についてご説明します。当社は、社会的使命の強い鉄道事業を経
営の柱としていることから、長期にわたる安定的な経営基盤の確保･強化に取り
組むとともに、中央新幹線計画等の各種プロジェクトを着実に推進するため内部
留保を確保し、配当については安定配当を継続することを基本方針としていま
す。

⃝この方針を基本に、具体的な配当金額については各期の経営環境、業績を踏
まえて決定することとしており、当期については、大変厳しい経営環境、業績見
通しではありますが、お知らせしている配当予想通り、中間配当・期末配当予想
ともに１株当たり65円とすることに変更はありません。

⃝私からは以上です。
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⃝財務部長の早川です。私からは、2022年３月期第２四半期の決算概要について
ご説明します。
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⃝最初に、連結決算の概要についてご説明します。
⃝連結の営業収益については、3,869億円と前年より改善しておりますが、引き続
き低い水準となりました。コスト削減等にも努めましたが、各利益とも損失を計上
する厳しい状況です。

⃝セグメント別の状況についてご説明します。
⃝運輸業については、当社の運輸収入の増等により増収となりましたが、引き続き
厳しい収支状況です。

⃝流通業については、対前年、増減Ｂ－Ａ欄では252億円の減収となっています
が、これは今年度から適用した収益認識会計基準により、ジェイアール東海髙
島屋で大きなマイナスの影響が生じているためです。前年数値にも同基準を適
用し、ベースを合わせると、増減Ｂ－Ａ’欄のとおり、実質的に収益増であり、収
支も改善しています。

⃝不動産業については、ジェイアールセントラルビルや東京ステーション開発等の
各地区における駅ビル収入の増等により、増収増益となりました。

⃝その他については、日本車両等の売上減により減収となりましたが、ジェイアー
ル東海ツアーズの旅行商品収入やジェイアール東海ホテルズの宿泊収入の増
等により、収支は昨年よりは改善しました。
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⃝続いて、単体決算の概要についてご説明します。
⃝まず運輸収入ですが、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けており、
当第２四半期の運輸収入は、前年同期に対して707億円の増となる2,600億円で
した。なお、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の2018年度との比較で
は、38％にとどまっています。

⃝一方、営業費は、費用削減を進めた一方で、減価償却費の増加等もあり、前年
同期に対し13億円増の3,231億円となりました。

⃝まず、人件費については、賞与引当金繰入が減少したことなどにより、前年同期
に対し72億円の減となる799億円でした。

⃝続いて物件費ですが、当第２四半期においては橋梁修繕が増加したことなどに
より、修繕費が前年同期に対し35億円増えた一方、動力費、業務費が減少し、
物件費全体で12億円の増となる1,349億円でした。

⃝減価償却費は前年同期に対し61億円の増となる908億円でした。これは新幹線
の新型車両Ｎ700Ｓの投入を進めたことなどによります。

⃝これらの結果、単体決算においても、スライド表示のとおり、損失を計上しました。
⃝私からは以上です。
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⃝総合企画本部長の丹羽です。私からは、2022年３月期の業績予想及び中央新
幹線計画の進捗についてご説明します。
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⃝まず、業績予想修正の内容について、当社単体からご説明します。
⃝運輸収入については、先ほどご説明した今後の見通しの考え方に基づき、前回
予想から940億円の減となる7,260億円とし、営業収益については7,950億円を見
込みました。

⃝一方、営業費については、業務費に含まれる発売手数料など、運輸収入に連動
する要素を反映したことに加え、コスト削減により、同じく業務費に含まれる広告
宣伝費や委託費の削減のほか、人件費に含まれる賞与について、現時点では
未定であるものの、厳しい経営環境が続いていることを踏まえ、見込みにおいて
昨年度実績並みに変更したことなどにより、260億円の減となる7,570億円を見込
んでいます。

⃝その結果、営業利益380億円、経常損失350億円、当期純損失420億円と、いず
れも下方修正しています。
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⃝続いて、連結の業績予想の内容についてご説明します。
⃝グループ会社においても、流通業や、その他に含まれるホテル業、旅行業を中
心に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けており、先ほどご説明した
当社単体の運輸収入の見通しをベースに、各社の個別の事情を踏まえて見込
みを策定し、連結営業収益については前回予想から1,070億円の減となる1兆80
億円を見込みました。

⃝一方、営業費については、先ほどご説明した単体の260億円の減に加え、グ
ループ各社においてもコスト削減を進めるほか、売上減に伴う原価の減少等を
反映し、前回予想から380億円の減となる9,710億円を見込んでいます。

⃝その結果、営業利益370億円、経常損失330億円、親会社株主に帰属する当期
純損失300億円と、いずれも下方修正しています。
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⃝次に、コスト削減の状況についてご説明します。
⃝新型コロナウイルス感染症の影響により、極めて厳しい経営環境が続く中、安
全・安定輸送に支障しない範囲でコスト削減を強力に推進しています。

⃝第２四半期までで、設備投資を含め単体で約340億円、グループ会社と合わせ
て約450億円のコスト削減を実施しています。

⃝通期の計画については、年度初計画より270億円を積み増し、2020年度実績並
みの1,000億円のコスト削減を計画しており、業績予想に反映しています。

⃝引き続きコスト削減に努めていきます。
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⃝最後に、中央新幹線計画の状況についてご説明します。
⃝スライド上段の地図では、工事実施計画の認可を受けた品川・名古屋間の計画
路線のうち、オレンジの線が山梨リニア実験線で、赤い部分が既に工事契約を
締結した箇所を示しています。

⃝既に工事に着手している南アルプストンネル山梨工区では斜坑、先進坑及び本
坑の掘削、長野工区では斜坑及び先進坑の掘削を進めたほか、ターミナル駅、
中間駅、山岳トンネル、都市部非常口、高架橋等で工事を着実に進めました。

⃝このうち、神奈川県の東百合丘非常口では立坑本体が完成し、長野県の伊那
山地トンネル青木川工区では斜坑の掘削を完了し新たに本坑の掘削を開始し
ました。

⃝引き続き、工事の安全、環境の保全、地域との連携を重視し、コストを十分に精
査しつつ、各種工事を着実に進めます。



⃝一方、南アルプストンネル静岡工区においては、引き続き実質的に工事が進捗し
ない状態が続いています。

⃝このような中、９月18日に大井川流域市町首長との意見交換会を開催し、流域市
町の皆様から様々なご意見を伺いました。

⃝また、９月26日に開催された国土交通省主催の「リニア中央新幹線静岡工区有
識者会議」第12回会議では、「大井川水資源問題に関する中間報告（案）」につ
いての議論がなされ、次回会議で取りまとめる方針が示されるなど、水資源につ
いての議論は着実に進捗しています。

⃝引き続き、有識者会議に真摯に対応することや、大井川流域市町との意見交換
を積み重ねることなどにより、流域の方々のご懸念の解消に努めます。

⃝また、首都圏及び中京圏の大深度区間のシールドトンネル工事については、６月
から９月にかけて、各工区で「シールドトンネルにおける安全・安心等の取組みに
関する説明会」を開催し、安全の取組みとしての施工管理の強化と、沿線の皆様
に安心していただくための取組みとしての家屋調査の実施、振動・騒音への対策
を説明しました。

⃝加えて、第一首都圏トンネル北品川工区では、８月から９月にかけて工事説明会
を開催したうえで、本格的な掘進の前に安全・安心の取組みを実地で確認するた
めにシールドマシンを動かす「調査掘進」の作業を10月14日に開始しました。
調査掘進での確認結果については同工区沿線の皆様にご説明し、その後、本格
的な掘進に取りかかる予定です。

⃝説明は以上です。
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